





































福田 亜紀  中部大学日本語教育センター
や聴解の授業は週1コマとなっている。教科書は担当教員によっ
て自由に決めることができる。筆者がいた当時は文法のテキスト
として『総合日語』が使用されていた。この教科書は中国と日本の
日本語研究者が共同で作成したもので、中国の日本語専門の1年
生・2年生の精読の授業を想定して作られている。全部で4冊あり、
一学期で一冊終えるようになっている。
　2年半の赴任期間で筆者が担当した科目は日本文化、日本文
学、視听説、会話、作文であった。視听説という科目は日本で
言えば聴解にあたる授業で「（DVDなどを）視（見て）听（聞いて）説
（話す）」という授業である。
　中国では朗読と暗誦を重んじているので、毎朝各学科の学生
たちが思い思いに教科書を朗読している姿が見られた。外交学院
の校舎は4階建てで、各階の廊下の真ん中にちょっとした広いス
ペ スーがあり、そこに多いときは15人ぐらいの学生がお互いのこ
とは全く気にしない様子で、立ったまま一心不乱に朗読していた。
それは日本の大学ではなかなか見られない光景で、見るたびにそ
の姿に感心していた。夜は夜で教室が自習スペ スーとして開放さ
れ、学生達は熱心に自習していた。日本の大学生とは違い、朝
から晩まで勉強しており、親から仕送りをしてもらっている学生
がほとんどなので、アルバイトをする学生はほとんどいない。
　教えていて驚いたのは、発音に対する意識の高さであった。「日
本人のような発音を身につけたい」と必死にニュ スーやドラマの音
声を携帯プレーヤーなどで聴いて熱心に練習する学生が少なくな
かった。そのため、会話の授業では発音の練習をなるべく入れる
ようにし、授業外にマンツーマンで発音指導することもあった。
　特に、1年生から2年生の段階で日本人みたいに日本語を話し
たいと強く願い、日本人と話したいという欲求が非常に高い。し
かし、残念ながら外交学院では日本人留学生が少ないため、「日
本人と話す機会がない」と不満を言う学生が多かった。そのため、
知り合いの日本人学生を集めて交流会を行ったり、中部大学から
の語学研修生との交流会を積極的に行うように試みた。そんなと
き、1年生は会う前に「きちんと話せるか心配です」と不安になって、
会っても緊張でコチコチになり、非常に初々しい様子を見せてい
た。最近では、アニメやゲーム好きな学生が多いので、共通の
話題ですぐに打ち解ける場合もあった。
2 もう一つの日本語で語る多文化共生社会 日本語教育とやさしい日本語
日本語の試験
　「やさしい日本語」のレベル（旧日本語能力試験3級・新試験N4）
に相当するのは、外交学院で言えば1年生の後期ぐらいではない
かと考えられる。赴任中に日本語能力試験が新しい試験に改定
されたが、外交学院では3年生で旧試験1級を受けさせており、
2級以下についての級の指導は授業で行っていなかった。北京の
他の大学でも同じような状況のようだった。しかし、昨年から数
名の優秀な学生が2年生の段階で旧試験の1級（N1）を受験すると
いう傾向が出始めた。ちょうど、旧試験の1級対策である3年生
の聴解を担当しているときに、クラス内にすでに合格者が4人お
り、非常に授業がやりにくい状況であった。2年生で受験をする
理由は、一つは3年生で留学を控えているということと、二つ目
は3年生で他の資格試験や就職の準備を行うために、早目に取
得したいという2種類に分かれる。外交学院では3年生の段階で
クラスの8割が合格している。
　中国では日本語能力試験以外に、中国国内だけで行われてい
る4級試験と8級試験があり、日本語専攻の2年生は4級を、4
年生が8級を受けさせられる。この試験は2002年6月から実施さ
れたもので、大学の意向によって受験するかどうかが決められる。
例えば、北京市内では受験させている大学はそんなに多くないよ
うだった。しかし、今後卒業要件となるかもしれないという話を
学生から聞いた。この試験は日本語能力試験と比べると情報開
示が少ないため、学生の間では “ベールに包まれた試験”と言われ
ている。内容は文法、文字・語彙、聴解の部分は日本語能力試
験と類似しており、それらに翻訳と作文、そして日本事情、文学史、
古典文法などが含まれる。
カタカナ語の難しさ―「コーヒー」はいいのに
「ルーム」はダメ! ？
　1年生の会話の授業で、「私の部屋は狭いです」を「私のルーム
は狭いです」と表現した学生がいた。私が「ルームは部屋と言った
ほうがいいです」と注意すると、「私は英語が好きですから、英語
を使いたいです」と大真面目に言われたこともある。このように、
英語が好きという理由からカタカナ語を乱用する学生は他にもい
た。4年生ともなると日本語でわからない単語をカタカナ語で代
用して、ごまかす学生もいる。
　「私のルームは狭いです」のように、日常で使う基本語彙まで
もカタカナ語にしてしまうと、「みんなでトゥギャザーしようぜ」と
言っているルー大柴のようになってしまう。よく考えてみると、日
本語教育で使用されているテキストでカタカナ語使用の明確な
基準は提示されていない。日本人はカタカナ語にする語とそうで
ないものを無意識に判断することができるので、あえてルー大柴
のような「ルー語」を使って、楽しむことができるが、学習者から
するとその基準は明確ではない。
　例えば、前述した総合日語の第2課には「スタート、ケーキ、コー
ヒー、ノート、ハート、タクシー」といった単語が出てきている。
これらの単語を見たら、「ルームも使っていいだろう」と判断する
学生の気持ちもわからないでもない。
　なぜ、ルームを使うと違和感があり、コーヒーはいいのか。例
えば、名詞の場合は比較的基準が明らかにできる。海外から日
本に入ってきた「ケーキ」「コーヒー」はその物自体が日本になかっ
たので、物と言葉が一緒に日本人の日常生活に入ってきたと言え
る。一方、「ルーム」つまり「部屋」は日本にもすでにあるものなので、
わざわざカタカナ語にすると違和感が生まれるのだろう。そうす
ると「スタート」と言った動詞はどうなるのか。
　例えば、走るときなどに「よーい、スタート！」と使うが、先生
が授業で「じゃあ、授業をスタートしましょう」というと少し違和
感がある。これらの問題は厳密に調べていけば、基準があるか
もしれない。しかし、初級段階の学習者ではその使い分けが難
しく、ささいな違和感を残すようなコミュニケーションの要因と
もなっている。
